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【大学間協定留学】 留学報告書 

記入日 2023 年 1 月 3 日 

明治大学の所属学部･研究科 国際日本学部 

留学(渡航)した時の学年 4 年生 

帰国年月日 2022 年 12 月 16 日 

明治大学卒業予定年月 2023 年 3 月 

留学先大学について 

留学先国 ｱﾒﾘｶ 

留学先大学 
ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州立大学ﾁｬﾝﾈﾙｱｲﾗﾝｽﾞ校(日本語名) 

 

California State University Channel Islands(現地言語名) 

現地使用言語/ 授業使用言語 英語/英語 

留学期間 2022 年 8 月～2022 年 12 月 

留学先大学で在籍した学年 4 年生 

留学先の所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している(以下に学部等名を記入) 

※学部等名(日本語):      

(現地言語での名称):      

 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している 

その他:      

形態 国立 公立 私立 その他:州立      

学年暦 
記入例:1 学期/4 月上旬~7 月下旬､        

2 学期/9 月中旬~2 月上旬 

1 学期:8 月下旬～12 月下旬     2 学期:      

 

3 学期:           4 学期:      

学生数       

創立年 20 年 
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留学費用 

留学費用項目 
現地通貨  

(ﾄﾞﾙ) 
日本円 備考 

授業料            円       

宿舎費 700      円       

食費            円       

図書費            円       

学用品費            円       

携帯･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ費       1 万円       

現地交通費            円      ( 大学まで徒歩･自転車) 

教養娯楽費            円       

被服費            円       

医療費       5 万円 行く前の様々なﾜｸﾁﾝ費      

保険費       5 万円 形態:      

渡航旅費       12 万円       

ﾋﾞｻﾞ申請費 300      円       

雑費 200      円       

その他            円       

その他            円       

合計 1200 23 万円       

 

渡航関連 

渡航経路 

往路 出発地:成田 目的地:ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ 経由地:      

 

復路 出発地:ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ 目的地:成田 経由地:      

渡航費用  

① 往復ﾁｹｯﾄを購入した場合 

航空会社:Zip Air 

料金:6 万      

 

② 片道ずつﾁｹｯﾄを購入した場合 

往路 航空会社:        料金:      

復路 航空会社:        料金:              ∴合計:      

航空券購入方法 

旅行代理店(店名:     )  

 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ(ｻｲﾄ名:Zip Air) 

 

その他(     ) 
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滞在形態関連 

1)種類(留学中の滞在先)(例:ｱﾊﾟｰﾄ､大学の宿舎など) 

学生寮(寮の名前:Anacapa)     ｱﾊﾟｰﾄ    ﾎｰﾑｽﾃｲ 

2)部屋の形態 

個室   相部屋(同居人数     ) 

3)共有部分 

ﾊﾞｽ  ﾄｲﾚ  ｷｯﾁﾝ( 自炊可 自炊不可)  

4)住居を探した方法: 

大学のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより 

5)感想:(滞在先の感想とこれから留学する人のためのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ) 

暮らしやすかったです 

現地情報 

1)留学期間中､病気やｹｶﾞをしましたか｡した場合､どこで治療を受けましたか｡(例:現地の病院､学内の診療所) 

なし 

あり (治療を受けた場所:     ) 

2)留学期間中､学内外で問題はありましたか｡あった場合､誰に相談しましたか｡ 

(例:留学先大学の相談窓口､現地の友人等) 

なし 

あり (問題の内容や相談した人等:     ) 

3)現地の危険地域情報をどのように収集し､どのような防犯対策をしましたか｡また､実際に盗難等を含む犯罪に巻き込

まれたことはありますか?その際どのように対処しましたか? 

外務省のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや大学からのﾒｰﾙをこまめにﾁｪｯｸしました｡実際に犯罪に巻き込まれたことはありません｡ 

4)携帯電話や､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄについて､現地での利用･接続はいかがでしたか｡ 

(例:寮のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続が不安定で 1 週間に 1 度は全く繋がらない時がある｡街にあるほとんどのｶﾌｪでは WIFI 接続が可

能であったので､寮で使用できない時はｶﾌｪに行った｡) 

何も問題はありませんでした｡ 

5)現地での資金調達はどのように行いましたか?(例:現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらった｡銀行

口座は現地で外国人登録をしないと開設できない｡また､ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞも併用していた｡) 

日本からﾄﾞﾙをもっていきました｡ 

6)現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい｡ 

      

7)【授業料負担型の方】授業料の支払方法､支払時期等について教えてください｡(例:渡航前に自分で指定したｸﾚｼﾞｯﾄｶｰ

ﾄﾞで支払った､現地で開設した銀行のﾁｪｯｸで支払った｡) 
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学習･研究活動についてのﾚﾎﾟｰﾄ(履修した科目ごとに記入) 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にﾁｪｯｸのうえ､記入して下さい｡ 

12 単位 

     単位 

単位認定の申請はしません(理由:卒業単位を満たして

いるから) 

2)履修登録の時期･方法及び履修制限  

  出発前  出発後 

  派遣先大学の事務室  ｵﾝﾗｲﾝ  ﾒｰﾙ  その他(     ) 

  履修の制限があった:      

3)以下は留学先で履修した科目についてのﾚﾎﾟｰﾄです｡今後留学をする人たちへのｱﾄﾞﾊﾞｲｽも含めてお書き下さい｡記入

ｽﾍﾟｰｽが足りない場合は､A4 用紙で別途作成し､添付してください｡ 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Public Communication       

科目設置学部･研究科 Communication 

履修期間 8 月～12 月 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 講義と実習     (ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 100 分が 2 回 

担当教授 (留学期間が終わり､授業のﾍﾟｰｼﾞに入れなくなってしまったため分かりません) 

授業内容 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝのﾉｳﾊｳを講義形式で学び､そのあとに四つのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行います｡

段々とﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの長さが延び､内容も難しくなっていきました｡ 

試験･課題など ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝのみ｡ 

感想を自由記入 
20 人の前で四回もﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝするとだんだん慣れてくるのでとてもいい練習になり

ました｡ 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Interpersonal Communication       

科目設置学部･研究科 Communication 

履修期間 8 月～12 月 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 講義(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 100 分が 2 回 

担当教授       

授業内容 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがどのような影響を与えるのか 

試験･課題など 授業に関するｸｲｽﾞが毎週出て､最後にはﾚﾌﾚｸｼｮﾝﾍﾟｰﾊﾟｰとｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾟﾚｾﾞﾝを行います｡ 

感想を自由記入 
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履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Collaboration & Teamwork       

科目設置学部･研究科 Communication 

履修期間 8 月～12 月 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 講義と実習(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 100 分が 2 回 

担当教授       

授業内容 

ｸﾞﾙｰﾌﾟでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに取り掛かります｡私はﾎｰﾑﾚｽを助ける団体と手を組んでﾎｰﾑﾚｽを

経験した方々にｲﾝﾀﾋﾞｭｰをし､その動画を SNS に挙げることでﾎｰﾑﾚｽ問題に関心を持っ

てくれる人を増やすことをしました 

試験･課題など 最後にﾁｰﾑで今までやったことのﾚﾎﾟｰﾄを 5 枚､自分の振り返りﾚﾎﾟｰﾄを一枚書きました｡ 

感想を自由記入 

授業外での活動が多く､かなりの仕事量でしたがやりがいや達成感はありました｡また

実際に法人の方と手を組んでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを行うのは貴重な経験でした｡ 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Affrican Drumming       

科目設置学部･研究科 Music 

履修期間 8 月～12 月 

単位数 3 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 講義と実習(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 120 分が 2 回 

担当教授       

授業内容 Affican Drumming を学び､弾く｡ 

試験･課題など       

感想を自由記入 

一緒に授業を取っている人と仲良くなれる授業でした｡みんなで演奏を楽しむという

雰囲気でとても楽しかったです｡ 
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卒業後の進路について 

1) 進路 ※3 年生以下の方は今後の予定を記載してください(下記 2 以降は記入不要) 

就職   進学   未定   その他:      

2)進路決定の際に活用したｳｪﾌﾞｻｲﾄ､書籍､機関など 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

3)就職を選択した方は､差し支えなければ内定先を教えて下さい｡また､その企業を選んだ理由も教えて下さい｡(内定を

得た企業すべての名前､あるいは入社すると決定した企業の名前のみでも構いません) 

※就職活動をこれから始める場合は､差し支えなければ現時点で希望する業界､職種等を教えて下さい｡  

Amazon Japan (有名企業だからそこに決めました) 

4)就職活動中･終了に関わらず､就職活動について感想･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡ 

(例:留学中の就職活動へ向けた準備､帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等｡就職活動を不安に思い､留学

を断念する方もいます｡ご自身の経験を踏まえてｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡) 

※就職活動をこれから始める場合は､留学経験を通して就職活動に対する意識や希望する就職先の変化等を教えてく

ださい｡ 

      

5)進学を選択した方は､差し支えなければ進学先を教えて下さい｡ 

      

6)進学を志す留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽ(準備､試験対策等)をお願いします｡ 

たくさん面接を経験して慣れていくと良いと思います｡  

7) その他を選択した方は､その進路を選択した理由と､留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡ 

      

 

留学に関するﾀｲﾑﾁｬｰﾄ 

留学するまでの準備､試験勉強､留学中､留学後､特に留学に関連して発生した事項を記入してください｡ 

(例:語学試験の勉強､選考､出願､ﾋﾞｻﾞ申請･取得､航空券購入､予防接種､滞在先の確保､留学中の中間試験､ 

期末試験､その他ｲﾍﾞﾝﾄ等) 

 

留学開始年の前年 

1 月 ~  3 月       

4 月 ~  7 月       

8 月 ~  9 月       

10 月 ~ 12 月 出願 

留学開始年 

1 月 ~  3 月       

4 月 ~  7 月 授業決め､滞在先決定､航空券購入､ﾜｸﾁﾝ接種､ﾋﾞｻﾞ取得 

8 月 ~  9 月       

10 月 ~ 12 月 期末試験 

留学/帰国年 

1 月 ~  3 月       

4 月 ~  7 月       

8 月 ~  9 月       

10 月 ~ 12 月       
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留学体験記 
 

※ この留学先を選んだ理由､留学生活全般について､また､これから留学を志す後輩学生へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽなど､ 
自由に記入してください｡ 

 

 

この大学は本当に自然に囲まれていて､周りには山と畑が広がっています｡私は自然の中での暮らしを

経験してみたかったのでこの豊かさを気に入っていますが､たまに不便さも感じます(笑)ｷｬﾝﾊﾟｽから

近くの駅までの無料ﾊﾞｽはありますが､やはり車がないとどこかに出かけるのは難しいです｡しかし多

くの学生が車を持っているので､ｺﾐｭﾆﾃｨを広げて友達をたくさん作ることができればその人たちに

様々なところへ連れていってもらえ､楽しむことができます｡そのため本当に｢自分次第｣です｡少しわ

がままになって｢ここへ行きたい｣と言うのも大事だという事を感じました｡(ｷｬﾝﾊﾟｽの立地は田舎で

すが車で一時間ほどでﾊﾘｳｯﾄﾞやﾋﾞﾊﾞﾘｰﾋﾙｽﾞなどの観光ｽﾎﾟｯﾄに行けちゃいます!) 

私はｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ能力を向上させたかったので話す機会の多い授業をとりました｡どの授業の教授も質問

をすれば優しく丁寧に教えてくれます｡どのｸﾗｽにも Office hour という授業外に質問や相談ができる

時間があるので､もし何かあればその時間を活用することができます｡ 

寮は､1 人部屋はあるものの､ｷｯﾁﾝ､ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ､ﾘﾋﾞﾝｸﾞは 4 人で共有しています｡そのためﾙｰﾑﾒｲﾄがかな

り重要になってきます｡部屋には本当に何もないので､あらゆるものを現地調達する必要があります｡ 

休みの日には友人と出かけたり､ｸﾗﾌﾞ活動がたくさんあるのでｸﾗﾌﾞに参加したり､ｼﾞﾑに行ったり､楽

しく余暇を過ごしています｡授業のある日は課題に追われたり予習復習をしなければいけなかったり

して大変なので､休日は日々の勉強の疲れを癒しています｡ｵﾝとｵﾌの切り替えが大事だと思いました｡

      

 


